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新年をお念仏とともにお健やかにお過ごしのこと慶賀に
存じます。旧年中は大変お世話になりありがとうござい
ました。本年もどうぞよろしくお願い申しあげます。 

 
正定寺の境内 

 
◆２０１９年 
２０１９年を振り返って、皆さんはいかがだったでしょうか？皆
さんそれぞれに、印象的な出来事があったことと思います。私個
人としては、人生の中でメディア・テレビに多く出演したことで
す。「カンブリア宮殿」など全国放送の番組や関西の番組「ちち
んぷいぷい」、さらに地元宇陀チャンの「まちの話題」まで、６
つの番組に出させていただきました。それぞれの番組放映後、多
くの方にお声がけをいただき大変ありがたく貴重な機会でした。 
 
もう一つは、多くの方々との出会いです。東京で開催した「首都
圏在住者のつどい」が、非常にありがたく印象的でした。様々の
事情があられる中、ふるさと向渕を離れられた方との再会は、感
涙感激の連続でした。また、グロービス経営大学院大学という学
校に隔週で３ヶ月通ったことも、忘れがたい経験でした。学校で
はビジネスや経営の理論を学びましたが、自己のあり方や物事の
見方で、仏教が所々に活用されていることに驚き、また受講した
同級生から、仏教に関する質問や人生の悩みなども寄せられ、交
流が大きく広がったことも大変ありがたいことでした。 
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◆令和 
世間では、昨年５月１日「平成」から「令和」に改元されたこと
が、一番の話題であったと思います。すでにご存知の通り「令
和」の典拠は、万葉集「時に、初春の令月にして、気淑く風和ら
ぎ」で、「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育
つ」の意味です。 
また英訳では「Beautiful Harmony」と美しい調和を意味すると
定められました。混迷する現代社会だからこそ、調和を大切にす
る日本人の精神を込められたのでしょう。毎年恒例の今年の漢字
も「令」になりました。 
 
◆令 
「令」は、命令や律令などに使われますが、「しむ」や「せし
む」という使役の助動詞の意味もあります。発音も漢音では「れ
い」と読みますが、呉音では「りょう」と読み経典にもある言葉
です。 
 
普段お勤めする「讃仏偈」の最後には、「仮令身止 諸苦毒中 
我行精進 忍終不悔」とあります。「たとひ身をもろもろの苦毒
のうちに止くとも、わが行、精進にして、忍びてつひに悔いじ」
です。阿弥陀如来が、前身の法蔵菩薩のとき、「たとえどのよう
な苦難があろうとも、決して悔いることはない修行に励もう。」
との誓いの意味です。一切の生きとしいけるものを救わずにはお
れないとの阿弥陀如来のお心を示されました。 
 
◆和 
一方、「和」は、平和や調和などに使われ、日本そのものや「ほ
がらか」を表す漢字です。聖徳太子の十七条憲法にも有名な「以
和為貴」（和をもってたっとしとなす）とあり、争いをすること
なく仲良くすることが良いことだの意味です。 
 
伝統仏教教団で組織する全日本仏教会では、仏陀の和の精神を基
調として活動することがうたわれています。仏教は「和」の精神
を大切にします。世界では争いが絶えません。原因はそれぞれあ
りますが、つまるところその根源は、人間そのものが持つ自己中
心的なあり方、自分さえ良ければいいという煩悩によるもので
す。日頃の生活から「和」の精神を心がけたいものです。 
 
令和最初の正月を迎えました。必ず救う任せよとの阿弥陀如来の
お呼び声を、お念仏としていただきながら、みんな仲良くほがら
かに、少しでも仏道を歩む人生を、今年も送らせていただきまし
ょう。 

年末・年始 
◆除夜会

じ ょ や え

 
12 月 31 日(火) 
17:00 より 

 
◆除夜の鐘 
23:20 より 

 
◆元旦会

がんたんえ

 
1 月 1日（水・祝） 
  1:00 より 
＊３日まで法要 
7:00・15:00 
法宝物開帳 

 
 
◆御鏡開

おかがみびら

き 
1 月 5日（日） 
 10:30 より 

お斎
とき

あり 
 

時間を午前に変更 
子ども報恩講 
も併修します 

主な予定 
 
◆親鸞聖人 
御正忌報恩講 
１月９日-１６日 
 

◆１月１０日（金） 

初斎法要 13:30 
ご法話会 
 

◆１月１５日（水） 

御正忌大逮夜 
20:00 
 
◆２月１４日（金） 
涅槃会 13:30  
ご法話会 
 
◆２月２８日（金） 
存覚上人御祥月法
要 6:30 
 

◆２月２９日（土） 

  —３月１日（日） 
春の法要 

永代経・開基会 
布教：冬野正隆師 
門徒総会 
 

年始 
正月三が日、正定寺本堂へお参りくださいませ。特に帰
省されるご家族・ご親族には数少ない機会です。そろっ
てお参りください。 
 
◆１月    １２日 上出 
       １４日 馬場出 

１９・２０日 西出上中 
２６・２７日 西出下 
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主な法要行事の報告 
◆１１月 
１日（金）月初晨朝勤行 
１０日（日）第４３回護法会主催 聞法の旅 
      滋賀沖島 西福寺他 
１６日（土）宗祖月忌法要 
１７日（日）おみがき 西出下 
２２日（金）報恩講準備 お供物つき 
２３日（土）～２４日（日） 報恩講 

  講師：上原大信 師 
２４日（日）門徒総代会 
 
◆１２月 
１日（日）月初晨朝勤行 

 安楽寺報恩講 
７日（土）成道会

じょうどうえ

 
      歳末の集い 
      門徒総代会 
１２日（木）正定寺先師会

せ ん し え

・ご法話会 
１６日（月）宗祖月忌法要 
 
 
成道会・歳末の集い 
 １２月７日（土） 

１２月８日は、仏教を開かれたお釈迦様が、悟りを開かれた成道会で
す。これまで正定寺でもお勤めしてきましたが、今年は歳末の集いと
合わせて開催することとし、１２月７日に法要を営み２３名の参拝が
ありました。 
 
１１時より本堂で、太鼓を使い「仏説阿弥陀経」のお勤め。引き続き
住職より、約２０年前に訪れたスリランカでのヴェサック（お釈迦様
の誕生、成道、涅槃を祝う行事）での経験などをもとに、成道の意義
や仏道を歩む生き方について法話をしました。 
 
引き続き、歳末の集いを開催しました。歳末の集いは今回で３回目。
食事をいただきながら、共々に一年を振り返り、懇親を深めることを
目的に開催しています。今年の出来事を振り返るとともに、ビンゴゲ
ームなど楽しいひと時を過ごしました。 
 
ご参拝、お供えまた準備いただきました方々に深く感謝申しあげま
す。 
 
◆「菩提樹」送付のご希望がありましたら、お申し付けください。またホーム
ページにPDFで掲載しています。ご家族、ご親族、向渕を故郷とされる方な
どにおすすめください。 
◆仏事や年忌、仏壇やお荘厳などの相談を受けております。正定寺までお気軽
に、ご遠慮なくお寄せください。 
 

 
聞法の旅 

 
琵琶湖・沖島 

 
 

成道会 

 
 

法話・住職 

 
 

歳末の集い 

 
内陣・太鼓 
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報 恩 講 
 １１月２３日（土）・２４日（日） 
１１月２３日と２４日の両日、親鸞聖人のご遺徳を偲び、仏法聴聞す
る報恩講を６座営みました。 
 
法要は、五会念仏作法や宗祖讃仰作法第１種、第３種（音楽法要）な
どでお勤めしました。特に五会念仏作法は、報恩講で初めてお勤めい
たしました。布教は芦屋市・西法寺の上原大信師。正定寺へは３度目
のご縁であり、聞法の旅でも西法寺に参拝したこともあり、馴染みの
ご講師です。報恩講のご縁を通して、阿弥陀如来の教えに導かれ、す
でに仏法に出会い、仏道を歩む身にならせていただいていることを、
わかりやすく説かれました。 
 
竹灯り、朝粥会のほか、宗門が進める寺院サポート講座のモデル寺院
として、京都・中央仏教学院生の参拝、調査もありました。調査結果
は改めて発表されます。 
 
＜日程＞ 
  23 日   10:30 日中法要（正信偈 行譜） 法話住職  

14:00    逮夜法要（五会念仏作法）法話上原師以下 
16:00    中央仏教学院生調査 
18:00    竹灯り（境内） 
19:00    初夜法要（十二礼） 
引 続   御伝鈔拝読・後夜勤行（正信偈 草譜） 

24   24 日    6:30 晨朝勤行（正信偈 草譜） 
7:20    朝粥会（小豆粥） 
10:00   日中法要（宗祖讃仰作法第１種） 
12:00   門徒講お斎（あじごはん） 

      13:30   逮夜法要＜ご満座＞（宗祖讃仰作法第３種） 
引 続  御俗姓拝読 
15:50   記念撮影 

＜ご参拝＞ 
  23 日 日中 ２５名   逮夜 ３３名 初夜 ３１名 
  24 日 晨朝 ２０名   日中 ４９名 逮夜 ５４名 
  
＊寺族・法中を含め、のべ２１２名のご参拝をいただきました。 
  昨年より２５名増です。ご参拝、お供え、またご準備いただき 

誠にありがとうございます。 

＜廻り報恩講＞ 
年に一度。家庭での報恩講。 
仏旗を掲げ、家族そろってお参りしましょう。 
 
◆１月 １２日宗脇 １３日上出 １８・１９日中村 
    ２５・２６日西出上中  
◆２月 １日馬場出 ８・９日西出下 

１５日・１６日 大垣内 
◆上記以外のご家庭は随時 
 

 
 

記念撮影 

 
本堂 

準備の様子 

 
吹き流し 

 
 

法話・上原大信師 

 
 

中央仏教学院生調査 

 
仏旗のぼり 

 
 
お斎 


